様式-下3

民間宅地開発における下水道施設整備工事費用負担精算協定書

　村山市下水道事業管理者　村山市長　　　　　（以下「甲」という。）と開発事業者　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、宅地開発に係る下水道施設整備工事の施行について、次の条項により工事」費用負担額の精算協定を締結する。

第1条　　　　　　年　　月　　日付で締結した協定書第2条中の乙の負担金、「　　　　　　　　　　　　　　円」を
「　　　　　　　　　　　　　　　円」に改める。

　甲と乙は、上記協定の証として本書２通を作成して、それぞれ記名押印のうえ、その１通を保有する。

　　　年　　　月　　　日

甲　村山市下水道事業管理者
村山市長　　　　　　　　　　　


乙　開発事業者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名


様式-下3　別紙

　工事費用負担精算書

	項　　　目
	金　　　額　　　（円）
	備　　　考

	本工事（若しくは請負工事費）
	
	

	①
	変更後工事価格
	
	

	②
	消費税
	
	①×消費税率

	③
	本工事費
	
	

	
	
	
	

	本工事費の負担額について
　　　１．汚水管の施工延長　㋑　　　　L＝　　　　　　　ｍ

　　　２．分譲宅地区画数　　 ㋺　　　　　　　　　　　　　　区画

　　　３．管理者負担価格　　　㋩　（工事費の汚水管延長の1区画当たり６ｍ相当の工事費を上限）
　　　　　㋩＝①×６ｍ×㋺区画数/㋑汚水管施工延長
　　　　　　 ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円　（千円未満四捨五入）

　　　４．開発者負担工事価格　④＝①－㋩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝　　　　　　　　　　　　　円　（マイナスの場合は、０）


	④
	開発者負担工事価格
	
	

	⑤
	消費税
	
	④×消費税率

	⑥
	開発者負担工事費
	
	

	　　よって

	管理者負担工事費（変更後）
	
	③　－　⑥

	開発者負担工事費（変更後）
	
	⑥
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